
令和４年度 函館市町会活性化モデル事業

湯川三丁目町会の取り組み

「他団体との連携及び情報発信の強化」

発表者：青少年育成部 副部長 高橋かおる
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本日の内容

取り組み期間
R4.6月～R5.2月
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1.課題と取り組みテーマ

湯川三丁目町会の状況

①加入世帯数の減少
・この１０年間で約100世帯減
・加入世帯率(令和４年４月)

→函館市 50.3％（この20年で約22％減）

当町会 40.1％

②役員の担い手不足
・当町会役員の平均年齢76歳

③若い世代に積極的に参加してもらえない

特に解決が優先される課題

昭和３７年１１月 設立
昭和５５年 町会館完成

２



1.課題と取り組みテーマ

湯川三丁目町会の状況

①町会活動をしっかり伝える
②親世代の関心を高め、参加につなげるため子どもへ働きかける
③情報発信のデジタル化や、活性化に向け他団体の力を借りる

解決への第一歩

新たな人材の知識、アイデアの協力を得る“他団体との連携”

町会活動をもっとよく知ってもらう “情報発信の強化”

町会活性化のテーマ
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２.連携に向けての工夫

橋渡し役を “包括ゆのかわ“ へ

函館高専

町会の情報発信に
ついて見直したい

効果的な情報発信や
デジタル化にむけた

知識を得たい

湯川小学校

若い世代の
関心や参加に繋げたい

保護者世代の関心を
得るため子どもと接点を

包括が
橋渡し役
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３.「湯川小学校」との連携

アンケート調査を実施

（対 象）３～６年生の児童とその保護者
（内 容）町会の認知度

町会活動に関する意識調査
（回収率）児童(60％) 保護者(54％)
（工夫点）簡単に答えやすい項目設定

町会の活動紹介も一緒に配布
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３.「湯川小学校」との連携

アンケート調査の成果

“住民が町会をどう感じているか”が分かった

優先順位が高いのは情報発信→「町会だより」のリニューアル

〇情報発信の不足が
明らかに！

〇誤解をとくための
取り組みが必要！

そもそもどんな活動を
しているのかわからない

年配者だけが得をしている

町会の運営に協力してもいい（42％）

子どもが多世代と交流できる場が欲しい

企画や準備から一緒に考えたい
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３.「湯川小学校」との連携

湯川3丁目町会 ゆるキャラ募集

〇町会だよりや様々な場面で活用が決定！
■性格 怒ったところを

誰も見たことがない

■好物 ハチミツ～💛

■特技 植物説明、歌う事

■ゆめ 湯川三丁目をお花で
いっぱいにすること

■くちぐせ 「ふいっ！」

（対象）３～６年生の児童
（内容）湯川三丁目の“ゆるキャラ”を募集

成果「町会の“ゆるキャラ”誕生」

冬休み～2月末まで
町会館内へ展示中！

ホットな４９作品！！
様々な場面で順次紹介予定！

手のひらサイズの花の妖精
「ルル」ちゃん

７



４.「函館高専」との連携

「湯川学」の開催～湯川を伝える～

〇湯川への愛郷心が育まれた
〇メンバーの一体感が生まれた

（参加者）函館高専生徒、担当教員
町会、包括

（テーマ）湯川の歴史や成り立ち
（講 師）地元の歴史に詳しい

門脇義治氏

湯川をもっと知るために

効 果

「湯川学」を多世代交流の場として今後も続けていきたい
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４.「函館高専」との連携

「リモート会議」で意見交換

対象に合わせた見せ方が大事

加入ターゲットを絞って促しては

町会同士での連携も重要

祭りなどで結束力生まれやすい

QRコードの活用も効果的

①文字を大きく ②縦書き→横書き ③イラストや写真を多く
④町会行事を目立つ位置へ ⑤B4→A3へ ⑥テンプレート提示

すぐに活用させて頂いた意見

町会だよりを読む側の視点で提案
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４.「函館高専」との連携

リニューアルに向け読む側の視点で提案

テンプレート(枠組み)
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①「町会だより」をリニューアル

以前の町会だより

５.取り組みの成果
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①「町会だより」をリニューアル

新しい町会だより（おもて面）

５.取り組みの成果
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①「町会だより」をリニューアル

新しい町会だより (中面)

５.取り組みの成果
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5.取り組みの成果

②発行体制の見直し

<以 前＞
〇会長が一人で原稿募集から完成まで
〇割り当て切れない配布先は町会長が持参

＜見直し後＞
〇実行委員会形式で編集委員結成
〇作成までの工程を明確化

(編集会議→原稿づくり→紙面づくり→校正→印刷→配布)
〇テンプレート活用で作業負担軽減
〇連携を意識した配布先の見直し

効果的・効率的な作成へ

パソコン勉強会
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5.取り組みの成果

③新たな連携の始まり

函館市医師会看護・リハビリテーション学院と…

連携したいと思っていました
一緒に行事がしたいですね

令和5年度計画 決定！

☆5月…合同健康まつり開催
☆6月…認知症予防カフェ開始

(ぽかぽかカフェ)
副会長、保健部長が看護学校へ
(町会だよりを持参しながら懇談)
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６.おわりに

効果的な情報発信
デジタル化

連携の働きかけ

～町会活性化のカギ～
「他団体との連携と情報発信の強化」

人的支援
新たな知識
アイデア
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地域包括支援センターよりお知らせ

地域包括支援センターでは町会さんの課題に合わせ

連携のお手伝いをさせて頂いています。

「こんな取り組みがしたい」
「一緒にやってくれるところがないかな」等

圏域の担当包括支援センターへ
お気軽にご相談下さい。
お待ちしております。

ご参加の皆様へ
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ご清聴、ありがとうございました

「何でもうまくいくとは
思っていないけれども
一歩でも前進できればいいと思う」

（湯川三丁目町会 一関次雄会長）
・・・Ｒ４.６.17 企画会議にて

一関会長の思いをつないで…
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